
 古賀市記者懇談会（１月）  
平成３０年１月２５日（木）１３時３０分～ 

古賀市役所Ａ応接室  

 

朝日新聞社、共同通信社、時事通信社、西日本新聞社、毎日新聞社、読売新聞社（５０音順） 

 
① 古賀市・健康生活のためのココロへ１０(テン)プロジェクト始動！歩く王決定戦！【P1】 
【古賀市役所】（問い合わせは予防健診課 吉田＝092－942－1151） 
 「ものづくりのまち」古賀を健康経営でサポートしようと市内の事業所と古賀市が職域

対抗ウォーキングイベントを実施します。市内 6 社、30 歳以上の従業員が事業所ごとに 2
チーム（5 人で 1 チーム）を編成し、イベント期間中のチーム合計歩数を競争します。市

長をはじめ各社の社長や工場長も自社のチームに参加し、歩くことでもっと健康になれる

習慣を楽しみながら手に入れようというイベントです。 
 
② 第 7 回「ものづくり日本大賞」にて㈱増田桐箱店が九州経済産業局長賞受賞！【P2】 
【古賀市役所】（問い合わせは商工政策課 中村＝092－942－1176） 
 経済産業省が主催する第 7 回「ものづくり日本大賞」の受賞者が決定し、市内企業の㈱

増田桐箱店の藤井博文社長ほか 2 名が九州経済産業局長賞を受賞しました。桐箱製造の伝

統技術と異素材を組み合わせた桐製品の開発・販売が評価されました。 
 
③ 地域の魅力を広めたい！写真コンテスト入賞作品集の作成と展示【P3】 
【古賀市役所】（問い合わせはコミュニティ推進課 中村＝092－942－1260） 
小野校区運営協議会が古賀市地域力アップ事業を活用し、「ふるさと自慢ひと自慢小野校

区写真コンテスト」を開催し、入賞作品集を作成しました。地域の魅力を再発見し、地元

への愛着を深めてもらうことを目的としており、地域のマンパワーを最大限に活用して事

業に取り組みました。リーパスプラザこが交流館に 2 月 6 日（火）から 2 月 14 日（水）

まで、古賀駅に 6 月から約 1 か月間展示する予定です。 
 
④ あなたのエコが見つかります！ぐりんぐりんフェスタ開催！【P4】 
【古賀市役所】（問い合わせは環境課 永延＝092－942－1127） 
 古賀市で環境に関わる団体が一堂に会するぐりんぐりんフェスタを今年も開催します。

今回は市民劇団 DAICOON とコラボした環境劇「大根侍のエコでござるよ」や地元の古賀

竟成館高校の生徒と一緒に生物多様性を考えるワークショップなど、例年と違ったイベン

トも楽しめます。  

 

⑤ みんなで考える「未来のうみ・まち・さと・やま」ワークショップ開催！【P5】 
【古賀市役所】（問い合わせは環境課 吉澤＝092－942－1127） 
 食料や水、気候の安定など、さまざまな生き物の「つながり」や「にぎわい」（＝生物

多様性）によって私たちは支えられています。将来の世代のためにも、生物多様性を守り、

持続的に利用していく責任があります。そこで将来を担っていく高校生を対象に放課後ワ

ークショップを開催し、生物多様性のためにめざしていく「古賀市の将来像」を考えてき

ました。その考えを発表する場を兼ねて今回のワークショップを開催します。 
 
⑥ 第２回活き生き音楽交流会を開催します！【P6】 
【古賀市役所】（問い合わせは介護支援課 梅谷＝092－942－1144） 
 高齢者の健康づくりや生きがいづくりのために地域の公民館や集会所で音楽を使った

活動を行っています。今年も 200名以上の人が集い、日頃の練習の成果を披露し合います。 

 



 

⑦ デート DV 防止人権教室、スマホ・ケータイ人権教室開催！【P7】 
【古賀中学校】（問い合わせは古賀中学校 古賀教頭＝092－942－6871） 
 古賀中学校では進学、古賀中学校では、進学、進級を前にした 2 月に人権擁護委員と連

携したデート DV 防止人権教室と、スマホ・ケータイ人権教室を実施します。 
 

◎《お知らせ》 

① 第４９回古賀市親子読書のつどい開催！【P8】 

【古賀市役所】（問い合わせは文化課 水上＝092－942－2561） 
 古賀市内の小学校で活動している親子読書会が、自分たちの活動を発表し、読書の

楽しさを満喫することができます。 
 日時：2 月 3 日（土）10 時～12 時 
 場所：リーパスプラザこが交流館多目的ホール 
 

 

８ ■問い合わせ先 

古賀市役所経営企画課 北村、吉田＝092-942-1346 ✉pr-koho@city.koga.fukuoka.jp 
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古賀市・健康生活のための ココロへ１０（テン）プロジェクト始動 

～職域対抗 歩く王（あるくおう） 決定戦！～ 

 

 

 

 
 

■期間 2 月 1 日（木）～3 月 28 日（水） 
■目的 

  各事業所の従業員の運動を促進し現役世代の生活習慣の改善 

市の「健康チャレンジ１０ヶ条」の企業版のプレ実験 

健康経営への第一歩 

■ターゲット 

  30 歳～60 歳代の従業員 
■ポイント 

  職場の仲間と楽しく競い合い、途中経過の順位や歩数は Web でチェック 
  合計歩数上位 3 チームを表彰 
■実施内容 

参加事業所（6 社） 
㈱正興電機製作所、凸版印刷㈱、西部電機㈱、㈱西部技研 

ハウス食品㈱、古賀市 
〇上記事業所の従業員（2 チーム／1 チームあたり 5 人）が、生活習慣記録機（歩

数計）を期間中（8 週間）日常装着し、毎日の歩数を本イベント限定 Web サイ

トに登録し、チーム合計歩数を競います。期間中の平日夜間は、古賀市健康文化

施設クロスパルこがを無料で利用することができます。 
〇参加者の生活習慣や運動のデータを産業医科大学で検証し、今後の働く世代の健

康づくりに役立てます。 
■主催：ココロへ１０（テン）実行委員会（正興 IT ソリューション㈱、凸版印刷㈱、 

古賀市、九州経済産業局、九州ヘルスケア産業推進協議会（HAMIQ）） 
 協力：古賀市健康文化施設クロスパルこが 

西山信吾・道下竜馬・大和浩（産業医科大学 健康開発科学研究室）  

製造業を中心とした事業所数が強みである「ものづくりのまち」古賀を「健康経営」

でサポートしようと、市内の事業所と古賀市が、職域対抗ウォーキングイベントを実

施します。 

市内６社（古賀市役所含む）の３０歳以上の従業員が、事業所ごとに２チーム 

（５人で１チーム）を編成し、イベント期間中のチーム合計歩数を競争します。 

市長をはじめ各社の社長や工場長も自社のチームに参加し、歩くことでもっと健康

になれる習慣を楽しみながら手に入れようというイベントです。 

【問い合わせ先】 
  古賀市役所 予防健診課健康づくり係  
 担当：吉田、中村  電話：092－942－1151 
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第７回「ものづくり日本大賞」において 

（株）増田桐箱店が九州経済産業局長賞を受賞しました 
 
 
 
 
 
■企業紹介 

企 業 名：（株）増田桐箱店 
所 在 地：福岡県古賀市青柳町 100-1 
創  業：昭和 4 年 1 月 

（創  立：昭和 41 年 9 月） 
事業概要：人間国宝の作品用の最高品質の桐箱から、酒や陶器、 

着物等の量産品の桐箱まで幅広く製造 

     近年は、桐箱の製造・量産技術を生かした米びつ（写真）等のプロダクト

商品も製造・販売し、ロサンゼルス等への海外展開も行っている。 

     米びつは古賀市ふるさと応援寄附の返礼品としても大変人気がある商品。 

  

■受賞概要 
件  名：桐箱製造の伝統技術と異素材を組み合わせた桐製品の開発・販売 

 受 賞 者：（株）増田桐箱店 代表取締役 藤井博文 ほか 2 名 
 概  要： 
  桐箱業界は、全国的に高齢化や後継者不足によって廃業も増えており、日本の桐箱

製造技術、桐を用いる和の文化をいかに後世に残していくかという問題に直面しまし

た。 
  本案件は「日常使用する米びつに桐製品を使ってもらうことで桐のよさをしっかり

伝える」というコンセプトのもと、若手デザイナーの新たなアイディアと熟練の職人

による伝統技術の融合に加え、ロボットなどの最新技術導入によるコストダウンを行

い、高品質で従来に比べて低価格な桐製の米びつを実現。 
  国内にとどまらず、クールジャパンとして海外への和の文化の発信が期待されます。 

 

■ものづくり日本大賞とは 

経済産業省が主催。日本の産業・文化の発展を支え、豊かな国民生活の形成に大き

く貢献してきたものづくりを着実に継承し、さらに発展させていくため、製造・生産

現場の中核を担っている中堅人材や、伝統的・文化的な「技」を支えてきた熟練人材、

今後を担う若年人材など、ものづくりの第一線で活躍する各世代のうち、特に優秀と

認められる方々を顕彰する制度。平成 17 年度創設以降、2 年に 1 度実施。 
 

【問い合わせ先】 
  古賀市役所 商工政策課   

担当：中村  電話：092‐942‐1176 

経済産業省が主催する第７回「ものづくり日本大賞」の受賞者が決定し、古賀市の

（株）増田桐箱店 藤井博文社長ほか２名が九州経済産業局長賞を受賞しました。 

（株）増田桐箱店は、古賀市青柳に本社・工場を構え、贈答品等のパッケージ用の

桐箱を中心に製造し、最近はモダンな桐製の米びつで注目されています。 
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地域の魅力を広めたい！ 写真コンテスト入賞作品集の作成と展示 

 
 
 
 
 
  

 

 

 

■入賞作品の展示について 

 リーパスこが交流館：2 月 6 日（火）から 2 月 14 日（水）まで 

 ＪＲ古賀駅：6 月から 1 か月 

 展示作品 29 点（風景部門 グランプリ 1 点 準グランプリ 1 点 入選 10 点） 

（人物部門 グランプリ 1 点 準グランプリ 1 点 入選 10 点） 

（区長賞 5 点） 

 

■小野校区運営協議会について 

  小野校区運営協議会は「ふるさとづくり・ひとづくり」を合言葉に、平成 20 年に自治会・小

学校・ＰＴＡ・子ども会育成会・消防分団・交通安全協会・福祉会など小学校区内の様々な団

体が連携して地域づくりを行う組織として設立しました。 

   （小野校区の人口：約 6,500 人、約 2,500 世帯） 

 

■地域力アップ事業補助金について 

  地域力アップ事業補助金は、小学校区内の住民や団体で構成する校区コミュニティが行う地

域の特性を生かした自発的な取組みに対し、上限を 15 万円として市が補助金を交付するもので

す。 

   平成 27 年度から開始し、今年度は 1 件の補助金を交付しています。 

  【実績】 

   ・「ふるさと自慢、ひと自慢小野校区写真コンテスト」事業（小野校区運営協議会）15 万円 

 

古賀市の小野校区運営協議会（会長 宮城勝彦）が古賀市地域力アップ事業を活用し、「ふるさと

自慢ひと自慢小野校区写真コンテスト」を開催し、入賞作品集を作成しました。地域の魅力を再

発見し、地元への愛着を深めてもらうことを目的としており、地元にお住まいの芸術学部写真学

科の元大学教授に審査委員長をお願いし、また、作品集作成には印刷会社の元社員が協力するな

ど、地域のマンパワーを最大限に活用して事業に取り組みました。 

また、地域の魅力をもっと知ってもらうため、コンテストの入賞作品をリーパスプラザこが交流

館に２月６日（火）から２月１４日（水）まで、古賀駅に６月から約１か月間展示する予定とし

ています。 

【問い合わせ先】 
●小野校区運営協議会 
 事務局長 渡茂樹 電話：092－942－4164 
●古賀市役所 コミュニティ推進課 コミュニティ推進係 
 係長 中村  電話：092－942－1165 
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あなたのエコが見つかります！ぐりんぐりんフェスタ開催 

 
 
 
 
  

 

■実施日時・場所 
 事業名：ぐりんぐりんフェスタ 
日時 ：3 月 2 日（金）～4 日（日） 10 時～17 時 

 場所 ：リーパスプラザこが歴史資料館ギャラリーほか  

 

■キャッチフレーズ 

 「あなたにとってエコは？」 

  

■実施内容 

 期間中は、九州大学総合理工学研究院、谷本潤教授による基調講演「私たちの将来

は果たしてサスティナブル（持続可能性）はあるか」のほか、ぐりんぐりん古賀会員

によるイベントや活動の展示などが行われます。 

 〇そのほか期間中に行われるイベント 

 ・米麹を使ったおいしい甘酒作り教室 

 ・家計と地球にやさしい「うちエコ診断」のご紹介 

 ・使わなくなったおもちゃなど持ち寄って交換する「かえっこ」 

 ・市民劇団 DAICOONによる「うさぎとかめ」をモチーフにしたミニ環境劇 

「大根侍のエコでござるよ ～エコうさぎとエコかめ～」 

 ・葉っぱを使ったスタンプや葉っぱを押し花にする「押し葉」はがき作り 

 ・古賀竟成館高校の生徒と一緒に古賀市の生物多様性について考える 

「未来のうみ・まち・さと・やま」ワークショップ 

 ・展示のパネルに関するクイズラリー 

 

 

 【問い合わせ先】 
  ぐりんぐりん古賀事務局（古賀市環境課環境整備係）  
  担当：永延   電話：092－942－1127 

古賀市で環境に関わる団体が一堂に会するぐりんぐりんフェスタ。今年も楽しいセ

ミナーやためになる講演会など、さまざまなイベントを行います。また今回は市民劇

団 DAICOON とコラボした環境劇「大根侍のエコでござるよ」や、地元の古賀竟成館高

校生と一緒に古賀市の生物多様性を考えるワークショップなど、例年と一味違ったイ

ベントも楽しめます。 
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みんなで考える「未来のうみ・まち・さと・やま」ワークショップ 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

■実施日時・場所 
 【日時】3 月 4 日（日）13 時 30 分～15 時 
 【場所】リーパスプラザこが歴史資料館中会議室 
 【定員】30 人程度（環境課まで電話にて要予約） 
 

■実施内容 

 古賀竟成館高校の生徒が放課後ワークショップを通じて考えてきた「古賀市の将来

像」について発表を行い、古賀竟成館高校の生徒も含めて参加者全員で古賀市のめ

ざしていく「生物多様性豊かな古賀市の将来像」について考えていきます。 
 
※放課後ワークショップについて 

 古賀市の生物多様性について学び、古賀市のめざしていく生物多様性豊かな社会に

ついて考えてきました。 

第 1 回 H29.11.29 
古賀市の生物多様性について学び、人と生物多様性の関

わりについて考える 
第 2 回 H29.12.16 市内 3 ヶ所の現地視察 
第 3 回 H30.1.18 古賀市の将来像とキャッチフレーズを考える 
第 4 回 H30.2 末頃 生物多様性を守るために私たちにできることを考える 

 

■主催 

 古賀市（3 月 2 日(金)～4 日(日)に開催される「ぐりんぐりんフェスタ」の 
イベントとして実施します。） 

 

  

私たちは、食料や水、気候の安定など、様々な生きものの「つながり」や「にぎわ

い」（＝生物多様性）によって支えられています。 

私たちの将来の世代のためにも、生物多様性を守り、持続的に利用していく責任が

あります。 

 そこで、将来を担っていく高校生を対象に放課後ワークショップを開催し、生物多

様性保全のためにめざしていく「古賀市の将来像」を考えてきました。 

その発表の場を兼ねて、参加者全員で「古賀市の将来像」を考える「未来のうみ・

まち・さと・やま」ワークショップを開催します。 

【問い合わせ先】 
  古賀市役所 環境課環境整備係   

担当：吉澤  電話：092－942－1127 
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第２回活き生き音楽交流会の開催について 

 
 
 
 

 

 

 

■実施日時・場所 

 事業名 第 2 回活き生き音楽交流会 
 日時  2 月 9 日（金） 9 時 30 分受付 10 時～12 時 30 分（予定） 
 場所  リーパスプラザこが交流館多目的ホール 

 ■目的 

  古賀市内 15 カ所で、音楽の介護予防活動を行っている方々が、日ごろの活動内

容を披露しあうことにより、活動継続の意欲向上や自分たちの今後の取り組みに活

かすことを目的とする。 
  鍵盤ハーモニカを使った介護予防活動は、他の自治体においては取り組まてれい

ることはほとんどなく、この取り組みが次第に広がりを見せている。高齢者向けの

鍵盤ハーモニカ教材も、古賀市独自で作成しており、当日「鍵盤ハーモニカ家トレ

ブック 2」が披露される。 
■実施内容 

〇昨年度の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■主催（共催） 市介護支援課  地域活動サポートセンターゆい 

 

 

 

 古賀市では、高齢者の健康づくりや生きがいづくりのために、地域の公民館や集会

所で、音楽を使った活動を行っています。平成２７年度からは、口腔、嚥下、肺、認

知機能の向上をめざし、鍵盤ハーモニカを導入しました。現在は、約３００人の高齢

者が１５箇所で鍵盤ハーモニカや歌など、楽しく音楽に触れあっています。活き生き

音楽交流会は、昨年から始めたイベントで、今年も２００人以上が集い、日頃の練習

の成果を披露し合います。 

【問い合わせ先】 

  古賀市役所 介護支援課介護予防係 「地域活動サポートセンターゆい」  

担当：梅谷 三原 宮原   電話：092‐942‐1144  
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デートＤＶ防止人権教室、スマホ･ケータイ人権教室開催 

 

 

 

 

■デートＤＶ防止人権教室 
 日  時：2 月 14 日（水）9 時～12 時 50 分 
 場  所：3 年生各教室 
 対  象：古賀中学校 3 年生 
 実施内容：人権擁護委員によるワークショップ 
 目  的：男女交際を意識し始めるこの時期に、人権尊重の観点から、よりよい人

間関係について考えさせるため。 
 

■スマホ・ケータイ人権教室 

 日  時：2 月 17 日（土）14 時 10 分～15 時 
 場  所：古賀中学校体育館 
 対  象：古賀中学校 2・3 年生徒(430 名) 

教職員(35 名) 
保護者(50 名) 合計 515 名程度 

実施内容：NTTdocomo と人権擁護委員の共同によるスマホ・ケータイ人権教室 
     スマホはとても便利ですが、使い方を間違えてしまうと、ネットトラブ

ルや他人の肖像権や著作権、人格権を侵害する恐れがあります。その危

険性を、様々な具体例を紹介しながら、分かりやすく学習します。更に、

人権尊重の観点で、福岡人権擁護委員協議会の方から、人権を大切にし

たインターネットとの関わり方について伝えていただきます。 
 目  的：人権を大切にしたスマホ・ケータイ（インターネット）の使い方につい

て考えさせ、スマホ・ケータイ（インターネット）による人権侵害を無

くすため。 
 

 

 

 

 

 

 古賀中学校では、進学、進級を前にした２月に人権擁護委員と連携したデート DV

防止人権教室と、スマホ・ケータイ人権教室を実施します。 

 

【問い合わせ先】 
 古賀中学校 教頭 古賀 正憲 

電話：092-942-6871 
FAX：092-942-6872 
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第４９回古賀市親子読書のつどいを開催します 

 
 
 

■実施日時・場所 
 事業名：第 49 回古賀市親子読書のつどい 
日時 ：2 月 3 日（土）10 時～12 時 

 場所 ：リーパスプラザこが交流館多目的ホール 
 

■目的 

 古賀市親子読書会は、小学校ごとに月一回のペースで 自由に読書活動をしていま

す。遊びや工作など手やからだを動かす活動が多いのも特徴です。いつも本に親しみ、

会員が集まって活動することをとおして子どもの成長が見られます。 

 

 親子読書会は、かつては県内各地でさかんに活動していましたが、現在活動を継続

している地域は非常に少なくなってきています。各読書会が工夫をこらした発表をし

ますので、互いに読書の楽しみ方を新たに発見することができます。刺激を受けて学

校や家庭で読書が続けられ、読書への入り口としてもよい機会です。 

 成長過程にある子どもたちにとって、人と協力して活動することはよい経験になり

ます。一緒に活動する保護者も大変協力的です。 

  

■実施内容 

 読書体験発表、絵本を題材に脚本を起こして作られた劇、詩の群読やことばあそび

などを行います。司会進行も自分たちでやります。今年は古賀市立古賀西小学校親子

読書会が司会をつとめます。いろいろなクイズやゲームが幕間に登場するのでお楽し

みに。 

 

■主催 

 古賀市教育委員会 

 

 

 

 

古賀市内の小学校で活動している親子読書会が、自分たちの活動を発表し、読書の

楽しさを満喫することができる「第 49回古賀市親子読書のつどい」を開催します。 

 

【問い合わせ先】 
  古賀市役所 文化課図書館係   

担当：水上・福間  電話：092－942－2561  


	１月記者懇レジメ
	①古賀市・健康生活のためのココロヘ10プロジェクト（予防健診課）
	②㈱増田桐箱店九州経済産業局長賞受賞（商工政策課）
	③小野校区写真コンテスト入賞作品集作成と展示（コミュニティ推進課）
	④ぐりんぐりんフェスタ開催（環境課）
	⑤「未来のうみ・まち・さと・やま」ワークショップ開催（環境課）
	⑥活き生き音楽交流会（介護支援課）
	⑦デートDV人権教室ほか（人権センター）
	お知らせ①親子読書のつどい（図書館）

